
１
．
学
級
編
成
の
改
善
計
画
内
容

「
義
務
制
計
画
（
案
）
」
で
は
、
２
０
１
１
年
度

か
ら
の
６
年
計
画
で
、
小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の

学
年
を
３
５
人
学
級
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後

の
２
年
間
で
小
学
校
１
・
２
年
生
の
３
０
人
学
級

へ
の
改
善
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、「
義
務
制

計
画
（
案
）
」
に
は
、
複
式
学
級
の
学
級
編
制
の
標

準
を
現
在
の
１
６
人
（
１
年
生
を
含
む
学
年
及
び

中
学
校
は
８
人
）
を
１
４
人
（
１
年
生
を
含
む
学

年
は
６
人
）
に
改
善
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
で

は
解
消
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
義
務
制
計
画
（
案
）」
、
「
高
校
等
計

画
（
案
）
」
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
、
特
別
支
援

学
級
、
高
校
等
の
学
級
編
制
に
つ
い
て
は
改
善
方

向
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

府
障
教
は
、
障
害
児
教
育
の
充
実
を
め
ざ
す
学

級
編
制
の
改
善
と
教
職
員
定
数
の
抜
本
的
拡
充
お

よ
び
、
す
べ
て
の
校
種
・
学
年
で
の
３
０
人
学
級

実
現
を
あ
ら
た
め
て
要
求
し
ま
す
。

２
．
教
職
員
の
配
置
改
善
計
画
内
容

（
１
）
義
務
制

２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
る
５
年
計
画
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
数
や
学
級
数
に
応
じ
て
教
職
員
数

を
増
加
さ
せ
る
基
礎
定
数
の
充
実
（
２
４
８
０
０

人
）
を
中
心
に
、
生
徒
指
導
担
当
教
員
の
配
置
改

善
（
２
１
０
０
人
）
、
養
護
教
諭
や
栄
養
教
諭
の
配

置
改
善
（
１
６
０
０
人
、
９
０
０
人
）
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
改
善
（
８
０
０

人
）
や
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
通

級
指
導
の
充
実
（
５
０
０
０
人
）
な
ど
を
内
容
と

し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
全
教
な
ど
が
提
起
し
た

定
数
改
善
の
方
向
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
の
ス
タ
ー
ト
は
４
年
後

と
さ
れ
、
当
面
の
教
育
課
題
へ
の
対
応
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

（
２
）
高
校
等

２
０
１
１
年
度
か
ら
動
き
始
め
る
も
の
の
、
習

熟
度
別
少
人
数
指
導
の
充
実
（
７
４
０
人
）・
生
徒

指
導
担
当
教
員
の
配
置
改
善
（
１
０
３
０
人
）・
特

別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
改
善
（
４
９

０
人
）
な
ど
、
わ
ず
か
２
６
０
０
人
の
改
善
に
と

ど
ま
る
５
年
計
画
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
善
分
は
５
年
間
の
生
徒
数
の
自
然
減
を
見

込
ん
だ
人
数
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
的
な
願
い
や

教
職
員
の
切
実
な
要
求
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
す
。

３
．
「
新
・
教
職
員
定
数
改
善
計
画
（
案
）
」

の
問
題
点

特
別
支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
等
の
改
善
方

向
は
示
さ
れ
ず
、
現
場
の
切
実
な
願
い
に
応
え
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
義
務
制
計
画

（
案
）
」
で
は
、
「
柔
軟
な
学
級
編
制
実
施
の
た
め

の
制
度
改
正
」
と
し
て
、
市
町
村
に
学
級
編
制
に

係
る
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
、
学
級
規
模
が
小
さ

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
弾
力
的
な
学
級
編
制
を
実

施
す
る
し
く
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
の
教
育
条
件
整
備
義
務
を
地
方
自
治
体

に
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
の
国
基
準
を
確
立
し
、
そ
の
基
礎
の
う
え
に

地
域
・
学
校
の
自
主
性
を
保
障
し
た
上
積
み
施
策

を
可
能
と
す
る
よ
う
な
制
度
と
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
今
回
の
計
画
（
案
）
に
あ
た
っ
て
、
文

部
科
学
省
は
、
「
『
強
い
人
材
』
の
実
現
は
、
成
長

の
原
動
力
と
し
て
の
未
来
へ
の
投
資
」
と
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
府
障
教
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
発
達
を
保
障
す
る
国
民
的
、
社
会
的
な
営
み
で

あ
る
教
育
を
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
と
ら
え
、
国

家
の
経
済
成
長
を
支
え
る
「
人
材
」
育
成
と
す
る

文
科
省
の
考
え
方
は
、
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
き

と
ど
い
た
教
育
の
条
件
は
、
日
本
国
憲
法
が
す
べ

て
の
子
ど
も
に
保
障
す
る
教
育
を
受
け
る
権
利
を

充
足
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
す
べ
て
の
子
ど
も

の
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
と
い
う
教
育
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
こ
そ
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
教
育
を
実
現
す

る
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
っ
た
文
科
省
の
努
力
を

求
め
ま
す
。

４
．
ま
と
め

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
新
・
教
職
員
定
数

改
善
計
画
（
案
）
」
が
実
現
す
れ
ば
、
１
９
８
０
年

に
４
０
人
学
級
へ
の
計
画
が
決
定
さ
れ
て
以
来
３

０
年
ぶ
り
の
学
級
編
制
の
標
準
の
改
善
と
な
り
ま

す
。
学
級
編
制
を
含
む
新
し
い
定
数
改
善
計
画
の

策
定
は
、
全
国
３
０
０
０
万
署
名
か
ら
教
育
全
国

署
名
に
発
展
し
て
き
た
国
民
的
運
動
の
貴
重
な
到

達
で
す
。

府
障
教
は
、
発
表
さ
れ
た
計
画
（
案
）
が
２
０

１
１
年
度
政
府
予
算
に
反
映
さ
れ
、
来
春
か
ら
着

実
に
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
そ
の
た

め
の
運
動
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
計
画
（
案
）
で
残
さ
れ
た
課
題
を
早
急
に
解
決

し
、
特
別
支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
で
の
定
数

改
善
、
す
べ
て
の
校
種
・
学
年
で
の
３
０
人
学
級

実
現
な
ど
を
強
く
求
め
、
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ

る
決
意
で
す
。

文科省による「新・教職員定数改善計画（案）」について

●３０年ぶりとなる改善、小・中学校での３５人・３０人学級を歓迎します。

しかし、特別支援学校・学級、高校の学級編成の改善方向示さず。

引き続き、すべての校種への拡充と抜本的定数改善を求めます。

大阪府立障害児学校教職員組合発行 府障教ニュース号外（全教職員配布用） ２０１０年９月３日 発行

文
科
省
は
、
８
月
２
７
日
「
新
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
（
案
）
以
下
、

義
務
制
計
画
案
」
お
よ
び
「
新
・
公
立
高
等
学
校
等
教
職
員
定
数
改
善
計
画
（
案
）
以
下
、
高
校
等
計

画
案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
１
９
８
０
年
に
４
０
人
学
級
へ
の
計
画
が
決
定
さ

れ
て
以
来
３
０
年
ぶ
り
の
改
善
と
な
り
ま
す
。

府
障
教
ニ
ュ
ー
ス
号
外


